
校長通信 2022年度 第４号 7月12日（火） 

       

 

＜体育祭～コロナと共生！盛附の団結力Ⅲ～＞ 
考査明けの6月20日、21日の2日間体育祭が行われ

ました。今年度、初日は体育館で開会式を行い、室内競

技を実施。2日目は運動公園でリレーや借り物競争そし

てアメ食い競争も実施。メインイベントのクラス対抗綱

引きが全クラス参加してサッカー場で行われました。午

後からはサッカーそして体育館でバレー・バスケの準

決・決勝が繰り広げられ、充実の2 日間となりました。 

男子 

 【サッカー】①3－1  ②2－１  
【バレーボール】①3－3  ②3－5  
【バスケットボール】①3－3B  ②3－2  
【バドミントン】①3－3  ②3－2  

【卓球】①2－3  ②3－2  
女子  
【バレーボール】①3－4  ②2－2  
【バスケットボール】①2－4A  ②1－2  
【バドミントン】①3－2  ②2－1  

【卓球】①1－4  ②1－5 
全体競技【綱引き】①3－3  ②3－4 
【 】 1－4 

 

 
 
 
 
 

 

＜7／５全校礼拝より＞ 
新約聖書 マルコによる福音書8 章36 節～37 節 



＜部活動を振り返って②＞ 
 前回に引き続いての企画ですが、今回は剣道部の他に、

まだまだ引退しない部の主将からのメッセージが中心で

す。夏の高校野球大会もいよいよ始まりました。二連覇

なるか。先の東北大会でも男子団体第3位と活躍を見せ

てくれた柔道部は団体戦男子と個人戦（男子5・女子1）
で、陸上部も天瀬君が 300ｍ障害でインターハイ（本校

陸上部では初の快挙です）に臨みます。さらに陸上部は

駅伝、そしてサッカー部も選手権を控えています。 
Go for it! 
質問内容は以下の通りです。 

 

＜今月お勧めの一冊＞ 
 私が校長に赴任した2019年度から朝読書を開始しま

した。今年で4年目となりますが、皆さんに本を選ぶき

っかけになるようにと、このコーナーを始めましたが、

今年度は初めてとなります。実は、今年は専門の英語関

係や教育系の本を読むことが多く、いまいち皆さんにお

薦めの一冊が浮かばないのですが、古くからの友人（千

葉県時代の同僚で、私が岩手に戻ると同時に彼も新潟に

戻った高校の国語教師）から是非にと紹介されて読んだ

のが、ルシア・ベルリンの『掃除婦のための手引書』と

いう作品(講談社文庫)でした。奇抜なタイトルですが、

この作家は「アメリカ文学界最後の秘密」と呼ばれてい

て、彼女の死後10年を経てアメリカで作品が刊行され

て一躍ベストセラーになったもので、これは彼女の短編

集になります。私は読み始めてすぐにレイモンド・カー

ヴァーという作家（彼も故人で村上春樹が翻訳をしてい

ます）に似ているな、と思いましたが、実は彼に影響を

与えたのがこのルシア・ベルリンの方だったというので

す。好き嫌いがあるかもしれません（小説というのは所

詮そんなものです）が、身につまされるというか、ちょ

っと目をそむけたくなる場面にも出くわします。それで

も読むのを止められない。どちらかというと悲しくなっ

て、ふと我に返り、自分の身の回りを振り返ってしまう、

そんな感じです。本の表紙の彼女は魅力的 

ですが、読んでいくと、彼女自身、数奇 

な人生を歩んだということが伝わってき 

ます。死んでから評価されるというのは 

どんな感じなのでしょう。この夏の忘れ 

られない一冊となりました。 


